
 

 

令和７(2025)年度事業計画 

〇事業の基本方針  

Ⅰ 魅 力 あ る 児 童 館 活 動 の 支 援・連 携 の 強 化 

Ⅱ 児 童 館 関 係 職 員 の 資 質 の 向 上                     

 

○具体的事業  

１ 職員研修の充実  

   児童館に勤務する児童厚生員をはじめ、児童館関係職員の資質の向上を図り実践的活動を推進す

るため当協議会主催研修の充実を図ると共に、他研修への積極的な参加促進を進める。                                              

            

① 児童厚生員等ブロック研修会（実技、情報交換等）― 県内３か所（３ブロック）  

・日程、会場等は、役員、当番、事務局にて協議を行う。 

                                                                                                                                                                                                             

② 児童厚生員等実技研修会 及び 館長研修会 

 ・児童厚生員等実技研修会はあそびのシェア及び交流会を実施 

 ・幼児安全法講習会の実施（隔年開催のため、今年度はなし） 

 ・館長研修会は ④ の科学館研修事業の１回を共催で実施 

 

③ 児童厚生員等基礎研修会参加者助成事業 

・職員の資質向上を図るとともに意欲的な職員を支援し資格取得をすすめる。 

・１名あたり上限 40,000円  年間助成総額 120,000円まで  

 

④ 栃木県児童館・児童クラブ職員研修への協力 

   ・全５回、５科目（内、館長等研修は共催） 

   ・日程、会場等は 別紙 

   ・厚生労働省雇用均等･児童家庭局長発「児童厚生員等研修事業」を体系化して実施 

 

２ 普及啓発活動の実施 

魅力ある児童館活動を支援し、児童館が地域のなかで安全で楽しい遊び場であることや児童の健

全育成のための様々な活動を行っていることなどを、広く住民に周知し、児童館活動の一層の促進を

図る。 

 

① 栃木県児童館おりがみ作品展  令和８年２月７日～３月６日 

おりがみ作品を展示することで、県民に児童館活動を紹介し、県民の児童館への理解を深めるこ

とを目的とする。また、おりがみ遊びを通し、児童館活動の活性化を図るとともに、子どもたちに日

本の伝統文化であるおりがみへの関心をもたせる機会とする。 

 



 

 

②  広報活動（県児連通信の発行 年４回予定） 

県内児童館の概要や、事業、研修の実施等について、会員や地域の方に紹介していく。 

平成２６(2014)年度から児童館名簿順に児童館紹介を担当している。 

令和７(2025)年度１号･･壬生町児童館、２号･･新橋児童館、 

３号･･あかつか児童センター 

 

３ 児童館相互の交流活動の充実                                                      

各児童館相互の連絡、連携の強化を図るため県児連の各種研修会、子ども総合科学館との共催事業

等を通して情報の交換と交流を図っていく。 

 

４ 児童館活動や地域組織活動のための各種遊具貸出事業  

〇 ディスゲッターナイン １セット  〇 プレイパラシュート   ３セット 

〇 ディスゲッターフープ ２セット  〇 エアボールゲームセット １セット 

〇 ドッジビー  １０枚 ２セット  〇 ガチャマシーン     １セット 

〇 ミュージックベル２０音１セット  〇 ハンズフリー拡声器   １個 

〇 はちまき         各色  ○ モルック        ３セット 

○ 屋内スポーツリバーシ ４セット 

◎ バルーンアーチ    １セット  ◎ コマ各種（ベ－ゴマ、鉄輪ごま等） 

◎ けん玉         ３３個  ◎ 缶バッチマシーン（機械のみ） １セット 

※ その他（事務局にお問い合わせください。） 

              〇県児連購入  ◎科学館購入による貸出協力 

                                                       

                                     

５ 栃木県児童館連絡協議会表彰事業 

   永年に渡り、栃木県の児童館の発展に尽くされ、児童健全育成事業の推進に貢献された功績を讃える

ために表彰事業を行う。ついては、表彰規定に則り推薦を受けた後、選考委員会で決定するものとする。 


